
世界の穀物需給動向と日本農業の課題 

 

 

 

 

 

 

 

 日本の会社はすでにリスクマネジメント・危機管理を学び、業務に取り入れていますが、

事故・事件・災害が起きると実際にほとんどが役に立っていません。なぜでしょうか？ 

それはリスク・安全・危機・分散・想定外・リスク複眼思考などリスクマネジメントにから

むキーワードの本質を理解していないからです。つまり、机上のリスクマネジメントが現実

のリスク対応につながらないのはそこに原因があるからです。さらに空回りするリスクマネ

ジメントの実務を現実に役に立てるためにはどんな考え方と手法をもったら良いのでしょう

か？実際の経験を踏まえ、「リスクからの発想」を取り入れることでその空回りを直し、創造

性とソリューションが生まれる根拠をわかりやすくお伝えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

● 日日日日    時時時時    ：：：：    平成平成平成平成２３２３２３２３年年年年        １２１２１２１２月月月月    １１１１日日日日（（（（木木木木））））１５１５１５１５：：：：００００００００～～～～１６１６１６１６：：：：３０３０３０３０    

● 会会会会    場場場場    ：：：：        東京八重洲東京八重洲東京八重洲東京八重洲ホールホールホールホール（（（（東京東京東京東京・・・・中央区中央区中央区中央区））））             

●●●●    ごごごご参加参加参加参加    ：：：：    食品産業文化振興会会員       無  料 
  一般受講ご希望者 １万円 （税込） 
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今、会社が問われるリスクマネジメントとは 
＜ 将 来 の 震 災 対 応 を 考 え る ＞ 

テーマ 

    

①  リスクと安全・安心に誤解はないのか？ 

②  リスク・チャンスの複眼思考がないのはなぜか？ 

③  発想転換と技術で将来の震災対応ができるか？ 

④  リスクが新食品開発・物流にどのように役立つか？ 

講講講講        師師師師    東京農業大学 生物産業学部 教授・商学博士 

徳谷 昌勇 氏    

 ≪プロフィール≫ 

早稲田大学大学院修了後、成蹊大学、中央大学専門職大学院教授、早稲田大学大学院

（MOT ビジネススクール・未来質管理論担当）客員教授を経て、現職。専門はリスクマネジメ

ント・危機管理・新製品開発論。東京消防庁火災予防審議会、農林水産省、食品安全委員

会、など多くの政府系委員を歴任。危機管理システム研究学会を創設。未来質管理という

新製品開発手法を開発し、我が国企業の製品・サービスのイノベーション推進のために株

式会社未来質中央研究所を創立、多数の大手・中堅企業（食品企業を含む）を指導し成果

をあげている。 

主な著書に『リスクマネジャー』、『監査役の条件』以上東洋経済新報社刊、『未来質管理の

すすめーTQC だけでは生き残れない』ダイヤモンド社、『未来質が新しい価値を生みだす』

など多数。 

１５１５１５１５：：：：００００００００～～～～１６１６１６１６：：：：３０３０３０３０ 講 演 


